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平成30年
No.894
平成30年

12月号12月号12月号
No.894 茅野市内にお住まいの２月生まれで３歳以下のお子さん

の写真を募集します。①写真②氏名（子〈ふりがな〉・保護
者・子の性別）③お子さんの生年月日④電話番号⑤コメ
ント（50文字以内）をメールまたは封書で送ってくださ
い。メールの件名は「おたんじょうびおめでとう応募」と
してください。応募の締め切りは12月11日（火）。 
メールアドレス：c.senryaku@city.chino.lg.jp
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長野県は優れた縄文土器が多数出土している地域であり、その中から、縄文時代中期の土器158点
が、長野県教育委員会によって県宝に指定されました。そのうち47点は茅野市が所蔵している土器で
す。茅野市の特色ある縄文土器はどんな土器なのか、今回特集しました。
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土偶付土器

　下菅沢の祖霊桜は、木川姓が半数

を占める地域の守り神として、墓地

の中央に立っています。武田信玄の

軍用道路が近くを通り、戦いの途中

で息絶えた武将が葬られ、後にふる

さと甲斐のシダレザクラが植えられ

たとの伝承が地元には残されていま

す。このシダレザクラは幹周が５ｍ

を超える市内最大のサクラであり、

長野県内でも有数の幹周を誇るサク

ラの巨木です。樹形も優れ、周囲の

農地や背景の八ヶ岳ともあいまって

優れた景観を成しています。

　諏訪地域を代表する美木であり、

茅野市天然記念物に指定されました。

指定日　平成30年10月24日

名　称　下菅沢の祖霊桜

樹　種　シダレザクラ

形　状　①胸高幹周522㎝

　　　　②樹　高：約15ｍ

　　　　③枝開張　約19ｍ

樹　齢　推定400年以上

動物装飾付土器尖石縄文考古館　特別展「長野県宝指定縄文土器展」の様子
（期間　10月6日（土）～12月28日（金））
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茅野市天然記念物指定
「下菅沢の祖霊桜」

現在展示されている長野県宝に
指定された土器の一部
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